
みんなで話そう、阪南の未来！
まちづくりワークショップ・発表会結果

2023年7月28日（金）
阪南市未来創生部 政策共創室

デロイトトーマツコンサルティング合同会社

1日目：2023年7月2日（日）13:30～15:30

2日目：2023年7月9日（日）13:30～15:30



1日目は2チームに分かれて、ワークショップを実施しました。各テーマについて、時間が足りな
くなるほど活発な意見が出されました。
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ワークショップ1 回目の概要

参加者

ワークショップの
テーマ

1日目：2023年7月2日（日）13:30～15:30

参加者13名（市内活動者10名・市外活動者3名）

問1. 「あなたが住み続けたくなる、訪れたくなるまち」とは？
問2. 阪南市の強み、活かせる資源は？
問3. あなたが「住み続けたくなる、訪れたくなる阪南市」とは？
問4. それを実現するために必要な仕組み、工夫は？

 阪南市は強みが多い「“伸びしろ都市↑”」。活かしきれてないだけ。
 地域のことをワガコトで考え続けるまちであってほしい。多世代交流を進めたい。
 魅力を発信できるまちになりたい。自然が活かしたカフェや集いの場をつくろう。
 「阪南市といえば〇〇！」を磨きたい。
➡今ある資源を最大限活用して、積極的にプロモーションできる仕組みが必要。

 阪南をがみんなでやりたいことができる「自由に活動できるまち」にしたい。
 空き家・空きスペースの利用で交流を生み出したい。
 話題性や発信力があるまちにしたい。音楽イベントも楽しそう。
 人を集めて、きちんと経済を回して継続的に活動したい。
➡新しいチャレンジに対する周囲の理解を深め、ルールを柔軟にしてほしい。



2日目はワークショップに加え、アイディアを発表する場を設けて、傍聴された方々との意見
交換も実施しました。
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ワークショップ2日目の概要

参加者

ワークショップの
テーマ

2日目：2023年7月9日（日）13:30～15:30

参加者８名（市内活動者７名・市外活動者１名）

みんなで阪南市の未来を創るために、どのような仕組み、工夫があればよいと思いますか

傍聴者  7名

今ある資源で人と企業を集める ～主体性のあるまちづくり～
 PR（プロモーション）が大事！イベントも考えたい
 市民コミュニティをつくって活動したい
 教育現場で子どもたちに阪南市の良さを感じてほしい

自由に活動できる仕組みづくり
 チームづくりが第一歩！共感できるメンバーを増やしたい
 行政等との調整が大変。企画をマネジメントできる人材が

必要
 役割分担して、チームを強くしたい



傍聴された皆さまから心強い応援メッセージをいただきました。今後の活動にご期待ください
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傍聴された方々からの応援メッセージ

地域に魅力があり、アイデアも多数生まれている。実
現に向け熱意を持って動ける人もいるとも思われる。
阪南市盛り上がっていきそうで興味深い。

今回ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。
市では、皆さまのご意見、想いをもとに、次の共創の場づくりを検討中です！

今回の話し合いが単発で終わらず、学生
も交えたプラットフォームとして、継続して
活動していけたらと思いました。

この回だけではもったいない！
つづけていこうよ、こんな話ができる場！
いい出しっぺ、誰がする？


